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高齢者の医療費を中心に国民全体の医療費が増大するなか、医療保険制度を将来にわたって持続可能なものと

していくため、高齢社会に対応した仕組みとして高齢者世代と働き盛りの世代(現役世代)の負担を明確化し、公

平でわかりやすい独立した医療制度として、「後期高齢者医療制度」が創設されることとなりました。
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Ａ男さんの所得150万円、収入300万円。
Ｂ子さんの所得100万円、収入250万円。
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Ａ男さんの所得145万円以上、収入383万円以上。

Ａ男さんの所得150万円、収入300万円。
Ｂ子さんの所得0円、収入100万円。

▲ ▲

����

▲ ▲ ���������	

����

▲ ▲

健康アドバイス
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体調がすぐれないとき、薬はとても
頼りになる存在です。ただし、適切
な用量・用法を守ってこその薬です。
自分の判断で量を加減したり中止し
たりすると、薬が効かなくなったり、
からだにも悪影響を与えたりする場
合もあります。指示された用量・用法
を守って正しく使いましょう。
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医療機関ではむやみに薬を欲しが
らないようにしましょう。
処方された薬は他人にあげたり、
もらわないようにしましょう。
薬をもらうとき、他に服用中の薬
があれば、必ずお医者さんや薬剤
師に知らせましょう。
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福祉課国保医療年金係　�62-1211(内線126)
�fukushi@town.haboro.hokkaido.jp
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医療機関から処方せんを受け取り、
院外の薬局で薬をもらう「院外処方」
が増えています。かかりつけ医と同
じように「かかりつけ薬局」を持つと
便利で安心です。
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複数の医療機関から処方せんを受
け取っても、すべてかかりつけ薬
局で薬がもらえます。
薬の重複や飲み合わせのトラブル
などを未然に防ぐことができます。
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